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パテックフィリップの誇り高き伝統、カラトラバ・オフィサーウォッチ5153モデル

《オフィサーウォッチ》は、パテック フィリップのタイムピースの中でも特別な地位を占めている。パテック

フィリップが、創業以来培ってきた創作哲学のルーツに最新の解釈を与え、新たにオフィサータイプのカラト

ラバ5153モデルを創作したことは、伝統に対する義務ともいうことができよう。

究極のクラフトマンシップを体現するオフィサータイプのケース

パテック フィリップの他のオフィサーウォッチ同様、新しい5153モデルの重要な特徴のひとつが、サファ

イヤクリスタル・バックを保護するヒンジ付カバーを備えた18金イエローゴールド・ケースである。オフィサ

ーケースこそは、今日も製作が続けられている最も高度なケース構造のひとつである。正面から見ただけで

は、ミラーポリッシュ仕上げの丸みを帯びたベゼルを持つ、クラシックなカラトラバである。直線的なラグ、

エレガントなネジ式のバー（バネ棒）、ターバン型のリュウズ、そしてリュウズ側の小さな隆起部のみが、オフ

ィサーケースであることを暗示している。この隆起部が、サファイヤクリスタル・バックを保護するカバーの

ヒンジを隠しているのである。このようなディテールを見るだけで、このケースがいかに高度なクラフトマン

シップによって組み立てられている精密な構造物であるかが想像できる。カバーが閉じている時は、ヒンジと、

反対側の突起はほとんど目につかないほどである。カバーを開く時は、この微細な突起に爪をかけて開く。カ

バーは、閉じた時に円周のすべての部分が完全に密着する必要がある。カバーを閉じた時に聞こえる澄んだク

リック音も、常に同一でなければならない。最も才能あるクラフトマンのみが、ヒンジ付カバーを10ミクロン

の精度でケースにアジャストすることができるのであり、清澄なクリック音はその証である。必要とされるの

は最高のクラフトマンシップだけではない。忍耐力も必要である。ケースメーカーとポリッシャーは、このチ

ャレンジ溢れる作業にほぼ2日間をかけるのである。

クラシックな美しさの文字盤

ケースだけではなく、文字盤も特筆に値する。パテック フィリップのすべてのタイムピース同様、カラトラ

バ5153モデルの文字盤は、比類のない美しさを誇っている。シルバー・オパーリン文字盤の中央にはソレイ

ユ（サンバースト）・ギヨシェ装飾が手仕上げで施され、上部に配置されたゴールドのレリーフにはブラック

で《PATEK PHILIPPE GENEVE》の文字が記されている。文字盤外周にはゴールドプレート・パール分イ

ンデックス、ファセット研磨されたアロー型のゴールド植字アワー・インデックスが配置されている。3時位

置の大型日付表示窓は、ポリッシュ仕上げされたゴールドのフレームで縁取られている。時・分針は、鋭くフ

ァセット研磨されたドフィーヌ型。文字盤外周に達する長さのスリムなセンターセコンド針には大型カウンタ

ーウェイトがついている。

パテックフィリップ・シールを刻印したタイムマシーン、キャリバー324 S C

搭載されたムーブメントは、パテックフィリップの自動巻キャリバー324 S Cである。単方向巻上げ式の重
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厚な21金中央自動巻ローターを備えている。テンプ振動数は28,800振動（片道）／時（4 Hertz）、振り角の

大きなテンプにより、パテックフィリップ機械式ムーブメントの自社規準である日差－3～＋2秒を実現してい

る。パテックフィリップのすべての機械式ムーブメント同様、スチール部品に施された面取り、地板と受けに

施されたコート・ド・ジュネーブ装飾、ゴールド・ローターに施されたサーキュラー・コート・ド・ジュネー

ブ装飾と刻印など、精緻な仕上がりを誇っている。これらはヒンジ付カバーを開け、サファイヤクリスタル・

バックを通して鑑賞することができる。

パテックフィリップ・オフィサータイプ・タイムピースの伝統

《オフィサーウォッチ》は、パテック フィリップの長い伝統の賜物である。創業者アントワーヌ・ノルベー

ル・ド・パテック伯爵は、ポーランド軍の元士官であった。1830年代にロシアに対する反乱が制圧された後、

母国を離れた彼は、ジュネーブに居を定めた。

《オフィサーウォッチ》のデザインは、第一次世界大戦中、ヒンジ付カバーを備えた懐中時計が実用的理由

から腕時計に改変されたことをきっかけとして誕生した。以後、パテック フィリップは、歴史的意味合いの

深いタイムピースにオフィサーケースを好んで用いてきた。バーゼルワールド2009で発表された18金イエロー

ゴールド・カラトラバ・オフィサーウォッチ5153モデルはその最新の例といえよう。
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技術仕様

18金イエローゴールド・カラトラバ・オフィサーウォッチ5153モデル

ムーブメント キャリバー324 S C自動巻ムーブメント

直　径： 27 mm
厚　さ： 3.3 mm
部品総数： 213個
石　数： 29石
連続駆動可能時間： 最高45時間
巻上げローター： 単方向巻上げ式21金中央ローター
テンプ： ジャイロマックス
振動数： 28 800 振動（片道）／時（4 Hz）
髭ゼンマイ： 平髭式

セッテイング機能： リュウズの3位置
・押し込んだ位置： 巻上げ
・一段引き出した位置： 日付合わせ
・二段引き出した位置： 時刻合わせ

外　装

ケース： オフィサータイプ18金イエローゴールド
サファイヤクリスタル・バックとこれを保護する18金イエローゴールド・カバー
リュウズ・プロテクター、刻み入りターバン型リュウズ
3気圧防水

ケース寸法： 直　径： 38 mm
厚　さ： 9.7 mm（サファイヤクリスタル～ケースバック）
ラグ間隔： 20 mm

文字盤： シルバー・オパーリン文字盤、中央に手仕上げソレイユ・ギヨシェ装飾
中央上部にゴールド・レリーフ、《PATEK PHILIPPE GENEVE》の文字記載

表　示： 時針・分針・センターセコンド
日付表示窓（3時位置）
18金イエローゴールド植字アワー・インデックス
ゴールドプレート・パール分インデックス
18金イエローゴールド・ドフィーヌ型時針・分針（2ファセット）
18金イエローゴールド・センターセコンド針（大型カウンターウェイト付）

革バンド： ラージス・クエアのブラウン・アリゲーター・バンド
18金イエローゴールド・バックル付
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